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１．白山西斜面の崩壊・地すべり地形

　　　代表者　守屋以智雄

　　　協力者　青木賢人・斉藤　崇

（１）白山西斜面の崩壊・地すべり地形

　過去に発生した地すべりや崩壊の様子から地形発

達史を考察し，将来的に発生が予想される地すべり

や崩壊の範囲を提示することを目的として，白山西

麓，指尾山を中心とする尾根の地形を検討した。そ

の結果，鈴木（2000）による地すべり地形の形態的

特長から尾根を解体する主要因が，①階段型の地す

べり地形を形成するキャップロック型地すべりと，

②大規模崩壊「別当崩れ」の２つのマスムーブメン

トであることが判明した。

２．白山直下の地震活動

　　　代表者　平松良浩

　　　協力者　臼井佑介・高橋直季・酒井主計・

　　　　　　　本間博之

（１）白山直下の地震活動解析

　定常地震観測網では地震検知能力が低い白山直下

の定常的な地震活動を解明するために平成14年7月末

から11月上旬にかけて白山山頂部1点および山麓部4

点の計5点の臨時地震観測点を設置し，臨時地震観

測を行った。5点全てでデータが得られた7月末から

9月末までの地震波形データを解析し，震源決定を

行った結果，白山周辺10km四方において36個の地震

の震源を決定した。これらの地震は白山直下，特に

標高2,000ｍ以高の山体直下，深さ（海水準面下）0

～2kmに集中する。この結果は昨年度の臨時観測結果

と同じであり，白山山頂直下の浅部において定常的

に微小地震活動が起こっていることを示している。

また，マグニチュードが比較的大きい地震2 個の震

源メカニズムを決定した。これらの地震はほぼ北西

－南東方向の圧縮場による横ずれ型のメカニズムを

示しており，北陸地方の広域応用場と調和的であ

る。なお，低周波地震や火山性微動の発生は認めら

れなかった。また，昨年度の臨時観測データを用

い，観測点補正を用いて精密な震源再決定を行っ

た。その結果，震源分布は白山山頂直下の浅部によ

り集中することが分かった。
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３．ブナの種子生産と種子食性昆虫群集の相互作

用：石川県内の孤立したブナ林とそれらの母集

団と推測される白山のブナ林の比較

　　　代表者　鎌田直人

　　　協力者　小谷二郎

（１）石川県のブナの豊凶現象と種子食性昆虫群集

に関する地域間変異

　石川県内の9か所のブナ林のシードトラップを設

置し，落下する雌花由来の期間を調査した。石動

山・高州山で開花数が，107.7，83.2と多かった。し

かし，これらの場所も含め，発芽能力のある健全種

子は，１㎡あたり2 個以下しか落下しなかった。主

たる中絶原因は散布前の昆虫による食害で，なかで

もブナヒメシンクイがもっとも高い割合を占め，ナ

ナスジナミシャクがそれに次いだ。

４．白山の雪田植生の動態

　　　代表者　辰巳博史

　　　参加者　菅沼孝之

　　　協力者　外山治美・名迫素代・小野由紀子

（１）高山雪田植生における実生の定着過程の解明

　第１年次（1997年）に調査区Ⅰを中心に裸地の多

い調査地Ａ～Ｅ（１区画20×20cm）を設定して大縮

尺の投影図を作成し，実生をマッピングしてその分

布状況をまとめた。

　第２～６年次はその前年に調査した実生がどのよ

うに残存しているかを調べ，その種と個体の高さ

を，またイネ科草本は葉数を記録した。

　１～６年次における分布状況について，各調査地

における生育個体数，実生個体数，生残個体数，お

よび生残率を５調査地の平均として求め，まとめ

た。

（２）実験区の回復状況30年目の調査結果

　1973年より開始して30年目にあたる調査の結果，

植被率は調査区Ⅰでは78.93％，Ⅱは96.97％，Ⅲは

79.66％で，調査区Ⅰ及びⅢでは増加し，調査区Ⅱで

は，減少している。29年間での回復率は調査区Ⅰで

は1.45％，Ⅱでは0.97％，Ⅲでは1.22％である。

　主な種について，特に木本のガンコウランは占有

地を広げているのが目についたが，他の種の増減は

調査区によって異なっている。
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５．白山の亜高山帯・高山帯の植生地理とその長期

的変動

　　　代表者　古池　博

（３）雪渓周辺の植生域の長期変動解析

　白山中央部の標高2,000m以上の地域に分布する雪

渓・雪田とその周辺の植生域について，植生地理学

的及び植物社会学的な現地調査並びに，1964年10月

と1998年9月撮影の空中写真を用いて判読・観察・計

測をおこない，35年間の植生の変化を調べた。その

結果，雪渓・雪田の周辺から雪渓中心部の自然裸地

に向かって植生域の被覆が進行していることがわ

かった。また，雪渓・雪田をコケモモ－ハイマツ群

集域にあけられた孔と見なしてその大きさ（最大横

断距離）を空中写真上で計測したところ，減少傾向

が示唆された。原因としては温暖化による積雪量や

積雪期間の減少が推測される。

６．蛇谷禁漁区の河川環境と生物生息状況

　　　代表者　谷田一三

　　　参加者　高橋剛一郎

　　　協力者　藤谷俊仁

（１）蛇谷禁漁区の河川環境と生物生息状況

　2002年秋の現地及び，尾添川水系における発電水

利権に関する聞き込みをもとにして，今後の蛇谷川

禁猟区の河川環境の変化を予測した。発電水利権の

の見直しと，河川維持流量の放流によって，イワナ

個体群の回復が予測された。また，新たに作られた

透過式砂防堰堤は，魚類の移動や土砂移動に効果が

あると推測した。ただし，イワナ個体群の回復のた

めには，シリタカ谷などの支流からの取水の停止

と，固定式の堰堤の撤去が必要であることを指摘し

た。

７．白山および周辺地域の昆虫相

　　　代表者　中村浩二

　　　参加者　大河原恭祐

　　　協力者　中村晃規・小路晋作・高田兼太・

　　　　　　　宇都宮大輔・大脇　淳・赤石大輔

（１）金沢市角間丘陵におけるキノコと訪茸昆虫の

相互関係

　金沢市郊外にある金沢大学角間キャンパス内の丘

陵地（コナラ，アベマキが優占する落葉性二次林）

でキノコと訪茸昆虫の種構成，優占種の比較，季節

消長等を調べた。３目12科28属48種のキノコから，

5目23科45属53種の訪茸昆虫が採集された。これらの

うち硬質で長期間発生するヒダナシタケ目のキノコ

は多種の甲虫に利用され，軟質で短命なキノコには

トビムシ目や多種の双翅目に利用されていた。

８．白山手取川水系におけるハンミョウ類の流程に

沿った分布および生息場所の安定性に関する研

究

　　　代表者　上田哲行

　　　協力者　堀　道雄・佐藤　綾・西村留美子

（１）手取川における河川性ハンミョウ類の分布と

砂の粒度組成の関係

　手取川の河原に生息するハンミョウ類の分布を砂

質の面から説明することを試みた。上流から下流ま

で28の河原から砂を採取して粒度分析を行い，これ

までの分布調査結果と関連づけて分析した。河川性

ハンミョウ類3種の中ではコニワハンミョウがもっ

とも砂に対する選択性が広く，上流から下流までの

様々なタイプの河原に分布していた。ヒメハンミョ

ウは一定以上のシルトを含む砂地を選択する傾向が

強く，そのため砂泥が堆積する大規模な河原に分布

する傾向があった。そのような河原は，通常であれ

ば下流域に限られるが，手取川では砂防ダムによっ

て上流域にも形成され，その結果ヒメハンミョウは

下流域と上流域に多く分布していた。アイヌハン

ミョウは3 種の中ではもっとも砂に対する選択性が

狭く，分布する河原は限られていた。

９．白山における地表性ゴミムシ類の分布

　　　代表者　平松　新一

（１）白峰村市ノ瀬における地表性ゴミムシ類の種

類相

　本調査では18種408個体のゴミムシ類が採集され

た。これらのうち，15種373個体がナガゴミムシ亜科

Pterostichinaeで，総種数の83.3％，総個体数の91.4

％を占めていた。これらの種構成について，低山地

の森林で行われた調査結果と比較すると，いずれの

地域ともナガゴミムシ亜科に属する種数の割合が最

も高く，ゴモクムシ亜科Harpalinae及びアオゴミムシ

亜科Calistinaeの割合が低かった。また，ミヤマツヤ

ヒラタゴミムシ，シラハタツヤヒラタゴミムシ，ヒ

メクロツヤヒラタゴミムシなどツヤヒラタゴミムシ

属の数種は，石川県では白山ろくのみで記録されて

おり，本地域の特徴を表している種の一つであると

言うことができる。
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（２）河内村口三方岳で採集された地表性ゴミムシ

類

　本調査では，6月に13種149個体，10月に10種368個

体，合計17種517個体のゴミムシ類が採集された。これ

らのうち，10種368個体がナガゴミムシ亜科Pterotichinae

で，総個体数の74.7％を占めていた。これを市ノ瀬の

調査結果と比較すると，ゴモクムシ亜科Harpalinae及

びアオゴミムシ亜科Calistinaeに属する種数の割合が

低いこと，ナガゴミムシ属及びツヤヒラタゴミムシ

属の割合が高いことなど亜科構成や属構成が類似し

ている。また，この地域で記録されたヤマトオサム

シ，アルマンオサムシ，ナガゴミムシ属の1種は，石

川県では特徴的な分布をする種と考えられる。

10．石川県内の野生ニホンザル個体群の現状

　　　代表者　滝澤　均

　　　参加者　伊沢紘生

　　　協力者　石川俊樹・辻　大和・川田仁和・

　　　　　　　宇野壮春・藤田裕子・風張喜子・

　　　　　　　斎藤詳子・佐藤智保・熊野江里・

　　　　　　　小野雄祐・川添達郎・中村友紀

（１）より局地的に集まりだした群れ

　今冬の調査で，カムリA群が3群に分裂しているこ

とが確認された。その遊動域は3 群ともジライ谷よ

り下流域を主に利用しているようで，徐々に下流側

に拡大しつつあることが観察された。シリタカ谷付

近で上流へ移動するカムリF群らしき群れを観察し

た。三ツ又から中宮集落までの間に，タイコB1群，

タイコB21群，タイコB22群，オダニ群，カムリD群が

観察できたが，オダニ群は数グループのサブグルー

プに分かれて行動していた。目附谷ではタイコA3群

が確認できた。石川県白山自然保護センター周辺一

帯では多くの群れが観察され，中にはタイコA1群と

クロダニ群が各3 群に分裂しているのが確認され

た。タイコＡ21群とタイコＡ22群もこの一帯で観察

され，昨年よりさらに下流域を利用するようになっ

ていた。また，鳥越村・阿手集落周辺一帯で小さな

群れが確認され，アテ群とした。

　今冬確認されなかった群れはクニミ群とカムリＣ

群，カムリＥ群，ガラダニ群等である。

　群れの分布を検討すると，中宮集落から瀬戸野集

落の間の地域では群れや個体の観察ができなかった

ことで，分布が上流域と下流域の2局化して多くの

群が集中して利用する傾向が現れてきた。

　犀川水系の調査では，群れの確認はできなかった

が，3 頭のオスグループの観察があった。ハンター

や地元住民からの聞き取り調査では，11月から農作

物被害を起こした群れがあったが，今冬は犀川ダム

よりも下流では発見されていないとの情報が得られ

た。今冬寺津集落周辺にオスグループやハナレザル

が居ついていて，作物を採食しているとの情報も

あった。

（２）アテ群の由来について

　アテ群は数年前から鳥越村・阿手集落周辺一帯で

観察されている群れで，その由来についてはタイコ

A群から分裂した小群ではないかと推測された。

（３）ニホンザルの保護・管理について

　下流域の被害を起こしている群れは，白山地域の

個体群のおよそ60％を優に超える個体で構成されて

いることも考慮し，徹底的な排除は石川県内の個体

群に大きな影響を及ぼすことになることは明白で，

今後は保護管理の面から様々な方策を検討してい

き，かつ環境教育や自然教育の格好の教材であるこ

とも理解し，その利用も考え，更なる取り組みをし

ていかなければならない。

11．白山地域の小哺乳類の分布と繁殖生態

　　　代表者　子安和弘

　　　参加者　高木雅紀

　　　協力者　川田伸一郎・曽根啓子

（１）白山地域の小哺乳類の分布と繁殖生態

　我々は平成8年（1996）8月から白山地域の高山

帯，亜高山帯，山麓部において，ライブトラップ，

パンチュートラップ，スナップトラップ，ピット

フォールトラップを用いた小哺乳類の採集調査を行

い，小哺乳類の分布状況と繁殖状況を調査してき

た。こうした調査・研究によって白山地域の小哺乳

類の生息状況が明らかにされつつあるが，個々の種

についての分布状況や繁殖状態についてまとまった

報告は，ヒミズ類の分布とミズラモグラの分布を除

けばなされていない状態である。そこで，平成13年

度に引き続き，白山地域（低山帯～高山帯）に生息

する食虫類，齧歯類などの小哺乳類の生息状況，特

に分布と繁殖生態について調査した。分布調査には

ピットフォールトラップやシャーマントラップなど

の捕獲ワナを用いた個体採集により種名を同定し，

各種の標高・植生別による分布状況を明らかにし

た。繁殖生態については，各個体の繁殖器官を剖検

して繁殖状態を把握して繁殖期等を推定する資料と

した。




